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柏市内３校の高校生等にむけた消費者教育授業を実施 
 2024年 1月、成年年齢引き下げに伴い、若年者の消費者被害の拡大が懸念されるため、

多様化する消費者トラブルにあわないよう、正しい消費者知識の習得を目的に柏市内３校の

高校生等にむけた消費者教育授業を実施しました。 

この講座は、千葉県消費者団体ネットワーク強化・活性化事業の一環として消費者市民サ

ポートちばが柏市から受託した事業です。 

東葛飾中学校（中高一貫校）、市立柏高等学校、流通経済大学付属柏高等学校それぞれに

ついて、理事と企画チームの 2人の担当が学校側と打ち合わせを行い、希望聴取と内容検討

の上、学校により少しずつ違う内容で、講師を弁護士、事例紹介を相談員が担当して実施し

ました。 

1月 9日（火）、16日（火）東葛飾中学校３年生２クラス各４０人 

拝師理事長と浜野相談員が学校との打ち合わせと企画を担当しました。弁護士講師は松本

尚道弁護士と塚谷裕貴弁護士が、相談員講師は前野副会長が担当し、弁護士より「契約とは」

「投資」について解説、相談員より「偽物を扱うサイト」、『「社債」をネタにした投資詐欺』

の課題を説明し、紹介された事例に出てくる投資話を信じても大丈夫か、信じてはいけない

とするとどこが問題かとの課題に対し、生徒はグループワークで検討しました。生徒は１０ 

組に分かれて熱心に取り組み、問題点の発表に対し優れた指摘には生徒から歓声と称賛の

声が上がっていました。弁護士より課題の解説のあと、 

相談員から消費者被害に遭わないための注意点と自分や周りの人が消費者被害にあって

しまった場合の対応方法を説明しました。 

 

１月１７日（水）柏市立柏高等学校３年 D組２７人 

小島理事と町田弁護士が学校との打ち合わせ、企画と講

師も担当し、教科「社会と情報」、単元＜情報社会における

法と個人の責任＞の中で「偽サイトの見分け方を学ぶ」を

町田弁護士が１０分程度、「フィッシング詐欺による流出対

処法を学ぶ」を小島相談員が１０分程度で解説しました。

生徒から「これからの生活で、このような詐欺にひっかか
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らないようにしたいです。今回の授業で良いこと

を学ぶことができました」「得セールといったう

まい話に絶対にのらないようにしていく。URLを

押すだけでウイルスにかかってしまうことに聞

いて驚きました」「自分のスマホにも知らない会

社から連絡がきていたり、周りにも多くの人が同

じようなことが起きているので、誰にでも起こり

うる危険だと改めて感じた。ひっかかってしまう

とプライバシーが知られてしまい犯罪にまきこ

まれてしまうので自分の身は自分で守るを徹底

して気をつけたい」などの感想が寄せられました。 

 

１月２９日（月）流通経済大学付属柏高等学校３学年１７０人 

日野副理事長と栗原弁護士が

学校との打ち合わせと企画を担

当しました。講師は栗原弁護士と

西相談員が担当し、３年生を１２

５人ずつ２回に分け、弁護士から

「消費者とは」「若者の消費者ト

ラブルの特徴」「契約とは」「成年

年齢引き下げの影響」を説明の後、

相談員より美容系トラブル、儲け

話・闇バイト、オンラインゲーム

などの事例を紹介した後、マルチ

商法を題材としたケースに対し、

どの点が信用できない 

のか、どの段階で断るべきだっ

たか、誰に相談したら良いかを生

徒が小グループで検討しました。

グループ発表のあと、弁護士が解

説し、相談員が「なぜ若者がねら

われるのか」「被害者が加害者に

なりうるリスク」「消費者トラブ

ルの予防策」「消費生活センター、

１８８の紹介」をしました。 

「改めて消費者として知って

おくべき知識を知ることができ

て良かった」「自分が被害者にも

なるし、加害者にもなるという考

え方を忘れずにマルチ商法に引

っかかることのないよう、安易に

他人を信用せずに約束や契約を

結んでいきたいと思いました」な

どの感想がよせられました。 


